
平成２０年度　第2四半期 広貫堂グループＩＲ情報 会社名： 株式会社　廣貫堂

経営理念（企業価値を示すもの）

主要な事業内容（事業内容や事業目的を示すもの）

「健康を考える企業」を目指して健康に役立つ医薬品の研究と開発に取り組んでまいります。

事業の概況（現在の事業運営、業績などの概況を示すもの）

第2四半期における純売上高は前年比323百万円（106.8%）、計画比123百万円（102.5%）、経常利益は前年比
▲11百万円（96.4%)、計画比21百万円（107.7%）となりました。
また、経常利益率は5.8%となり、目標としている5.0%を達成いたしました。
下期は、平成２０年度の目標に掲げながらも未達成、未着手の課題の解決に向け努力すると共に、
グループ各社の収益向上に協力し、売上高及び利益目標の達成に努めてまいります。

課題への取組み（現在抱えている問題や課題に対する取組みを示すもの）

　中期五ヵ年計画の基本理念である「付加価値創生」実現に向け、次の内容について取り組んでおります。
・産官学および産学による医薬品の研究開発(６テーマ）への取り組み。
・当社代表３製品のリニューアル化。(利便性の向上および品質の向上）
・グローバル受託企業No.1を目指すため、３極対応を視野に入れた呉羽工場建設への具体的な活動。
・昨年に引き続きインターフェックスへの出展。（新たな受託先の開拓）
・欧米・アジア６カ国の企業・研究機関を訪問。（一部事業提携交渉などを行う）
・人材育成強化に向けた新たな人事制度分科会を設置し活動を開始。

トピックス（最新ニュースとして当社および業界などのソフト＆ホットな情報に関すること）

① 当グループからも登録販売者試験を多数受験
各都道府県で実施されました登録販売者試験に広貫堂グループからも多数受験いたしました。
来年６月に施行される改正薬事法に対応すべく、社内にプロジェクトチームを設置、登録販売者の
育成、医薬品市場の構造変化等様々な、施策を進めてまいります。

② ９月１日より新製品「メタボリーフ」テレビCM放映開始
富山県立大学と共同研究を行っていました健康補助食品「メタボリーフ」を新発売いたしました。
販売手法として首都圏のTVへCMを放映し、購買層を獲得するTVショッピングを採用し、新しい
ご愛用者を増やしてまいります。

適時開示情報（組織改編、人事異動、行事、投資、新製品など事業運営に特記すべき情報の開示）

① グループ経営会議の開催
７月１８日、本社大会議室において役員、本部長、部門長、グループ会社社長出席の下、第一四半期
財務分析、経営分析報告の後、初の試みとして、開発本部、マーケティング戦略本部のチームおよび個人
から、プレゼンによる発表が行われ、その発表を基に将来の方向性について闊達な議論をいたしました。

② 平成１９年度懸賞論文の表彰式がありました。
受賞者（グループ統括業務本部所属：中尾和美）は、７月の取締役会の席上で、塩井代表取締役から
表彰状、副賞、記念品が贈呈された後、『富山のくすりの老舗広貫堂が経営する漢方サロン』と題した
論文のプレゼンテーションを行いました。

③ 新製品紹介
『ネオ真治ゴールド錠』…Vc、ゴオウを含む１３種類の成分を配合した当社独自技術の有核錠です。
『グルコサミンポイント』…発酵グルコサミン+国産サケ軟骨抽出物+オリーブ葉エキス配合。
『メタボリーフ』…富山県立大学と共同開発したORACに着目した健康補助食品です。

個別業績の概況
平成２０年度

売上高 10,330,445 9,990,252 9,689,964 5,090,422
平成１７年度 平成１８年度 平成１９年度

総資産 15,356,391 14,803,939 14,848,421

（第二四半期）
当期純利益 511,162 434,693 211,820

（通期） （通期） （通期）

医薬品の製造販売を通じて、大衆の疾病の予防と治療、健康の増進に寄与すべき社会的責任を
果たす優れた医薬品と優れた従業員によって、培われる信用を基盤として社業の発展をはかる。

187,355

単位：千円

15,197,615
経常利益 836,162 768,977 375,372 298,323

１．医薬品、医薬部外品、医療用具、化粧品、清涼飲料水の製造、販売、輸出および輸入
２．食品、日用雑貨品の販売、輸出並びに輸入
人はいつの時代も健康を幸福の基と願い暮らしてきました。広貫堂は、明治９年の創業以来１３２年



平成２０年度　第2四半期 広貫堂グループＩＲ情報 会社名： 薬都広貫堂株式会社

経営理念（企業価値を示すもの）

開発・導入し、公衆の健康維持をとおし社会に貢献できる企業を目指す。

主要な事業内容（事業内容や事業目的を示すもの）

1.　医薬品、医薬部外品、医療用具、化粧品、清涼飲料水の製造、販売、輸出および輸入。

2.　食品、日用雑貨品の販売、輸出並びに輸入。

事業の概況（現在の事業運営、業績などの概況を示すもの）

　廣貫堂の配置販売業者様は勿論のこと、全国の配置業者様の仕入先として、富山支店、東京支店
を拠点とした営業展開を実施。
　また、配置市場に求められる製品を㈱廣貫堂マーケティング戦略本部と連携をして、製品の開発と
お客様及び業界より求められる製品の導入を目指す。

経営課題として6つを掲げ実施を図る。
①　取引先別の営業戦略の立案と実施 ②　動態調査を始めとした調査を常時作成
③　懸場帳の保全 ④　取引先に対して経営的なアドバイス能力取得
⑤　改正薬事法に対応できる社員の資質向上 ⑥　お客様が求める商品の導入

　今後の薬事制度の変更に対応と共に業界のリーダシップを如何無く発揮できる組織と社員づくりを
目指す。

トピックス（最新ニュースとして当社および業界などのソフト＆ホットな情報に関すること）

　なお、第二回の試験実施要領も随時発表されている。

適時開示情報（組織改編、人事異動、行事、投資、新製品など事業運営に特記すべき情報の開示）

　9月2日午後1時から東京都港区のメルパルク東京にて「次世代を担う配置販売経営者セミナー」を
開催、全国から約60名の配置販売経営者が参加した。
①　日本経済動向と企業経営の在り方　　　　　　　　　　株式会社アイバック代表取締役　小沢伊弘氏
②　懸場物語説明会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 広貫堂産業株式会社
③　配置販売経営におけるP/L　B/Sチェックポイント 桶屋税理士事務所所長 桶屋泰三氏
④　雇用および労務管理についてのQ&A　　　　　　　　 片境社会保険労務士事務所所長　片境貢氏
　付加価値を高めるために広貫堂グループとしての取り組みを強化し、セミナーのシリーズ化を目指す。
　また、販社経営を側面から支援し、業界の発展につなげる。

個別業績の概況

（通期）

合計 50,324 34,825

総資産　　　（千円）

（通期）

69.20%

九州 9,304 5,468 58.77%
中国 4,245 3,345 78.79%

北陸・近畿 10,960 7,106 64.84%
関東・甲信越 19,845 15,791 79.57%
北海道・東北 5,970 3,115 52.20%

平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度

　家庭配置薬の卸販売を通じ、人々の健康に寄与出来る製品を主体とし、社会に求められる製品を

課題への取組み（現在抱えている問題や課題に対する取組みを示すもの）

　登録販売者制度の今春施行による第一回登録販売者試験の結果発表が先月中旬から全国各地で
始まった。10月14日現在での合格率は下記の通り。

地区別計 受験者数 合格者数 合格率

経常利益　  （千円）

5,268,468 4,788,776

（第二四半期）

12,619

14,092

1,682,893

5,008

1,447,793

1,955,399

当期純利益 （千円） 33,351 2,541

売上高　　　（千円）

40,957

2,289,795



平成２０年度　第2四半期 広貫堂グループＩＲ情報 会社名：日本薬剤株式会社

経営理念（企業価値を示すもの）
・コンシューマ事業を通じて、大衆の疾病の予防と治療、健康の増進に寄与すべき社会的責任を
　果たす。
・優れたコンシューマ製品と優れた従業員によって、培われる信用を基盤として社業の発展をはかる。

主要な事業内容（事業内容や事業目的を示すもの）
１．医薬品、医薬部外品、医療用具、化粧品、清涼飲料水の製造、販売、輸出および輸入
２．食品、日用雑貨品の販売、輸出並びに輸入

平成１６年度に、広貫堂のヘルスケア事業部を組み入れ事業拡大を行いました。
平成１７年３月３０日に第２種医薬品製造販売業許可を取得しました。

事業の概況（現在の事業運営、業績などの概況を示すもの）
・４月より営業部門に、コンシューマ事業部を創設しました。
・コンシューマ事業部では、ＮＢ製品の新たな市場作りを推進します。
・ヘルスケア事業部では、各ボランタリー（付随する大型小売店の直販）への、きめの細かい営業
　活動を引続き行います。

課題への取組み（現在抱えている問題や課題に対する取組みを示すもの）
・ヘルスケア事業部においては、ＶＣ（ボランタリーチェーン）・Ｇ（グループ）のＭ＆Ａ、再編等の
　情報を早急にキャッチし、ＶＣ・ＧからのＰＢ製品、ＳＢ製品を商品化することにより、販路拡大
　を進めてまいります。
・コンシューマ事業部においては、ＮＢ製品による新規取引口座の拡大を推進し、コア事業と
　することにより事業基盤の強化を図ります。　

トピックス（最新ニュースとして当社および業界などのソフト＆ホットな情報に関すること）
・コンシューマ事業部ではＮＢ製品を順次製品化しております。
　ファイトワン（タウリン・アミノ酸成分３９００ｍｇ配合の１００ｍＬドリンク）・・・４月発売
　虔脩本方六神丸Ｓ（１３２粒、２６４粒入り　桐箱仕様）・・・発売中　
　カンボー内服液「廣貫堂」２（４５ｍＬタイプの葛根湯内服液）・・・９月発売

適時開示情報（組織改編、人事異動、行事、投資、新製品など事業運営に特記すべき情報の開示）
・新発売（４～９月）
　１００ｍＬドリンク・・・２アイテム
　３０ｍＬ内服液・・・２アイテム
　４５ｍＬ内服液・・・３アイテム
　５００ｍＬペット飲料・・・１アイテム

個別業績の概況

27,358

平成２０年度
1,559,926

107,798 90,675 45,627

2,647,227
997,628

（通期）

477,702 658,000 734,488
売上高 1,730,181 2,340,489

単位：千円
平成１７年度 平成１８年度 平成１９年度

経常利益 50,275
総資産

（第２四半期）
当期純利益 28,675 54,177 61,570

（通期） （通期）




